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建設機械市場の現状

1．建設機械出荷金額推移

2012 度の建設機械出荷ֹۚ（内ध・外धの合ܭ）は，2 ஹ 1495

ԯ円でલ度ൺ 19％の減গとなった。内धは 7802 ԯ円でલより

18％૿加しているが，外धは 1 ஹ 3693 ԯ円でલより 19％減গと

なっている。

内धにͭいて製品別にݟると，લよりトラクタ 37％૿加［922

ԯ円］，油圧ショベル 30％૿加［2555 ԯ円］，ϛχショベル 24％૿

加［711 ԯ円］となった。લは全製品とも૿加で͋ったがࠓ回減

গに転じたのは，トンネル機械 59％減গ［26 ԯ円］，その他建設機

械 15％減গ［477 ԯ円］で͋り，内ध全ମではલより 18％の૿

加で͋る。

また，外धにͭいて製品別にݟると，લよりトラクタ 15％減

গ［2024 ԯ円］，油圧ショベル 26％減গ［5596 ԯ円］，ϛχショ

ベル 4％減গ［1194 ԯ円］となった。これ以外にも建設用クレーン，

コンクリート機械，基ૅ機械をআいて減গしており，外ध全ମでは

લより 19％の減গとなっている。

表─ 1 に「建設機械出荷ֹۚ実（内ध・外ध）」のਪҠを示す。

2．市場動向

（1）国内市場

建設機械の国内出荷ֹۚ実は，図─ 1 に示す௨り，2003 度

以߱，建設ࢿ（名目値）は減গ向で͋るのにରして，建設機械

出荷ֹۚは 2007 度までの間，5 連続૿加に転じている。この

ཁҼとして，排ガス規制による替धཁ，中ݹ車のւ外༌出をഎܠ

にレンタル業を主としたߋ新धཁにより，૿加基調がܧ続したもの

とࢥΘれる。

しかし，2008  9 ݄のリーマンショックを発端とするੈ界同時ෆ

況は，༌出主ಋ・外धґଘで期にってを続けてきた日本ܦ

しい環境ݫめてۃ場においてもࢢを༩え，建設機械ڹなӨࠁにਂࡁ

となり，2008 度，2009 度と連続して大෯な減গになったが，

2010 度にͭいては，ެڞࢿは低ਫ準でਪҠするものの，ຽ間建

設ࢿはҰ部材料も͋り，回෮基調に転じ，एׯの૿加となった。

こうした中，2011  3 ݄に東日本大ࡂが発ੜし，2011 度は

これの෮چ・෮ڵにىҼするリース・レンタル向け等のधཁが͋り，

建設ࢿはඍ૿ながら，建設機械の出荷ֹۚは૿加となった。

2012 度はҾき続きࡂ෮ڵにىҼするリース・レンタル向け

表─ 1　建設機械出荷金額実績（内需・外需）
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のधཁが͋り，আઇधཁも調で͋ったこと，建設ࢿも૿加向

に͋ることから，出荷ֹۚもରલൺ 18％の૿加となった。

図─ 1 に「建設機械出荷実（内ध）」と「建設ࢿ（名目値）」

のਪҠを示す。

図─ 2 に示す௨り，建設機械の主力製品で͋る油圧ショベルの

国内出荷数は，2002 度をఈに 2003 度以߱，2007 度まで 5

連続૿加に転じたものの，2008 度は，લ度ൺ 38％の減গ，

2009 度はલ度ൺ 50％と大෯な減গとなった。

こうした中，2010 度にͭいては，リース・レンタル業を中心

としたधཁ૿加により，ରલ度ൺ 39％の૿加となった。2011 

度にͭいてはࡂの෮چ・෮ڵにىҼする，リース・レンタル業の

धཁ૿加により，ରલൺ 58％の૿加となった。

2012 度はҾき続くࡂ෮ڵにىҼするリース・レンタル業を

中心としたधཁ૿加により，ରલൺ 25％の૿加となった。

図─ 2 に「油圧ショベル国内出荷数」のਪҠを示す。

（2）海外市場

図─ 3 に示す௨り，2002 度以߱，主ཁなマーケットで͋るถ・

中ೆถ区，Ԥभの調なࡁܦをഎܠに，また高のஶしい

アジア区にもݗҾされ，2007 度まで૿加向に転じた。

しかし，2008  9 ݄のリーマンショックを発端とするੈ界同時

ෆ況により，2008 度はલ度ൺ 17� 減গ，2009 度はલ度ൺ

54％減গと大෯な減গとなったが，2010 度にͭいては，中国・

アジアを中心とした新ڵ国およびࢿ源։発国向けのधཁの૿加に加

え，ถ国ࢢ場，Ԥभࢢ場等の回෮により，લ度ൺ 79％૿加に転

じた。

2011 度では中国でのधཁがલ度ൺで 36％減গし，他のҬ

でのલに続くधཁ૿にもかかΘらͣ，全ମではલ度ൺの 25％

૿加で͋った。

2012 度は中国のલに続く大෯धཁ減と，他のҬもݢฒみ

धཁ減に転じ，全ମではલ度ൺ 19％の減গとなった。

区別にݟると，中国 59％減গ［451 ԯ円］，中国をআくアジア

35％減গ［1752 ԯ円］，ถ・中ೆถ 4％減গ［3306 ԯ円］，چソ連・

東Ԥ 2％減গ［817 ԯ円］，Ԥभ 21％減গ［1294 ԯ円］，中近東

11％減গ［705 ԯ円］，オセアχア 7％減গ［927 ԯ円］，アϑリカ 2％

減গ［519 ԯ円］となった。

図─ 3 にコンポーネントをআいた「建設機械品Ҭ別༌出

ֹۚ」のਪҠを示す（2002 度より，アジア区を「中国」と「ア

ジア（中国আく）」に区した）。

図─ 4 に示す௨り，製品別にݟると 2012 度のւ外出荷ֹۚに

おいて油圧ショベルが 5596 ԯ円と全ମの 41％をめる。また，ト

ラクタは 2024 ԯ円と全ମの 15％，ϛχショベルは，1194 ԯ円と

全ମの 9％をめる。લ度とൺֱすると，油圧ショベルはֹۚで

26％減গ，製品別ߏൺ率で 4％の減গとなっている。

図─ 4 に「建設機械別ւ外出荷ֹۚ」のਪҠを示す。

図─ 2　油圧ショベル国内出荷台数

図─ 1　建設機械出荷実績（内需）／建設投資（名目値）

図─ 3　建設機械完成品地域別輸出金額

図─ 4　建設機械別海外出荷金額
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3．リース・レンタル動向

2012 度の国内におけるリース・レンタル業向け出荷ֹۚൺ率

（主ཁ 5 製品）は 42％とલ度ൺ 2％૿加となり，લ度にҾき続

き૿加向に͋る。

表─ 2 にิڅ部品をআいた建設機械本ମの「業種別（リース・レ

ンタルʗその他）国内出荷ֹۚ実」のਪҠを示す。

国内ࢢ場の主力製品で͋る油圧ショベルのリース・レンタルൺ率

は 52％とલൺ 3％૿加，ϛχショベルは 51％とલൺ 2％૿加，

両製品ともൺ率が 50％を超えた。

図─ 5 に「リース・レンタル業向け出荷ֹۚൺ率（主ཁ 5 製品）」を示す。

4．建設機械市場の今後の見通し

2013 度における国内ࢢ場にͭいてはࡂ෮ڵによるधཁの૿

加に加えて，2011 排ガス規制のੜ࢈༛༧の終了にうچ型機の

धཁがレンタル業を中心にݟ込まれ，またෆಁ明ながらফඅ税率上

͛લのۦけ込みधཁが༧ଌされる事から，出荷ֹۚは 8082 ԯ円（લ

ൺ 19％૿加）をݟ込み，4 連続での૿加が༧される。

また，ւ外ࢢ場にͭいてはถ向けのधཁはݎ調にਪҠするもの

の，ࢿ源։発国向けや，アジア，Ԥभ向けの減গが͋り，出荷ֹۚ

は 1 ஹ 1973 ԯ円（લൺ 1％減গ）となり，ԣഝいと༧ଌされる。

 出యɿҰൠࣾஂ法ਓ　日本建設機械工業ձ　౷ࢿܭ料

 จɿࢁ

表─ 2　業種別（リース・レンタル／その他）国内出荷金額実績

図─ 5　リース・レンタル業向け出荷金額比率（主要 5製品）

おことΘり
　ྫܝ載している「中ݹ車ࢢ場動向」は，ࡏݱ，データを取りまとめ中のため，確定࣍ୈܝ載する༧定です。




